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高周波 増幅 用 高 増幅 率 3 極 管 


6M-H1 


NEC 6M-H1 90 度 回 転 し た 側面 


田 プ ロフ ィ ー ル 

戦後 し ば らく の 間 , パル ス 関 連 技術 な どの 研究 が 
制限 され て いた こと を 背景 に , 民生 向け 技術 , 中 で 
も マイ クロ 波 領域 の 多重 通信 用 真空 管 改 善 な ど が 活 
発 に 行わ れ た . マイ クロ 波 領域 で は , 中 継 所 は 互い 
に 見 通せ る 距離 内 ( 例 : 30km 程 度 ) に 置か れ , また 
山腹 山頂 な ど 不 便 な 立地 も 珍し く な か っ た . 通信 
用 真空 管 の 使用 法 は か な り 独 特 で , 1 年 前 後に 及ぶ 
使用 期間 内 は 一 度 ス イッ チ が 入っ た ら そ の まま で 
1 刀 時 間 な ど 決 め ら れ た 期限 で 全 使 用 真空 管 が 一 斉 
に 交換 され て いた . メー カー も その よう な 需要 に 応 
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[ 図 1] 品 一 ん 特性 
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NEC 発 表 特 性 
5 
用 途 : 高周波 電圧 増幅 
構造 : 傍 熱 型 3 極 管 
| ヒー ター 電圧 6.3V 
ヒー ター 電流 標準 0.4A 
最大 0.44 A 
最小 0.36 A 
最大 ヒー ター・ カ ソー ド 間 電圧 
カソード 正 直流 十 失 頭 値 100V 
カソード 負 直流 十 失 頭 値 100 | 
電極 問 容量 
(概略 値 外 部 シー ルド 付き , グリ ッ ド に 接続 し アー ス ) 
C。 6.0 pF 
Cow 最大 0.24 pF 
Cxx 3.4 pF 
最大 定格 (A 級 増幅 : 絶対 最大 値 ) 
プレ ー ト 電圧 165V 
プレ ー ト 損失 2.5W 
カソード 電流 20 mA 


代表 特性 (Ai 級 増幅 ) 


プレ ー ト 供給 電圧 150V 
カソード 抵抗 1000 
カソード 電流 14.5 mA 


最小 標準 最大 
相互 コン ダク タン ス 11 13 15mS 


増幅 率 46 46 57 
カソード 効率 ヒー ター 電圧 5.7V で 85% 


え , 長寿 命 と 高い 信頼 性 実現 の た め , 最初 か ら 余 裕 
の ある 電気 的 , 熱 的 に 余裕 の ある 設計 が 施さ きれ , ま 
た 特別 な カソード 材料 や 厳重 な 品質 検査 の 下 に 製造 
され る 真空 管 を 用 意 し て いた . 

6A-H1 は 電話 多重 搬送 通信 中 継 機器 の 中 間 周 波 
増幅 用 グリ ッ ド 接地 回 路 向 け 3 極 管 で , 典型 的 な 通 
信用 真空 管 で ある . 類似 管 の 6J4 が , 高周波 特性 
中 心 の 設計 と 高い カソード 温度 な どか ら , 短 時 間 で 
Gz が 低下 する 問題 が な あっ た こと か ら , これ を 補う 
も の と し て 国産 され た . カソード 面積 の 増加 と 温度 
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[ 図 2] 相互 特 人 
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NEC 6M-H1 


・55. 6, な は 対 ア ー ス 測定 . 
*・ ヵ は 計算 値 . 
デー タ は 少数 例 で あり . 経験 値 を 示す に 止ま る . 


[ 図 3] 測定 回 路 
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[ 図 5] Eu。=200V 時 の 出力 対 全高 調 波 歪 率 特性 


引き 下げ に より , 寿命 が 延長 され て いる . 
MPtaAPA 

Gz は 13mS と か な り 高 い 値 . 電極 構造 は , 広幅 
の カソード , 桶 子 型 グ リッ ド , これ ら を 両側 か ら 挟 
む 「 コ の 字 」 型 プレ ー ト 2 枚 . P-K の 距離 は 2mm 
以下 で , プレ ー ト 材料 は アル ミク ラッ ド と 思わ れる . 
マイ カ の 上 下 に は ウイ ング 状 の 高周波 静 電 シ ー ル ド 
が あり , グリ ッ ド に 接続 . グリ ッ ド 接地 を 前 提 と す 
る 発振 対策 で , カソード 接地 型 回 路 が ほとん どの オ 
ー デ ィ オ 用 途 で は 発振 リス ク を 増す . し か し 実用 上 
大 き な 不 利益 は な い . 内 部 抵抗 は 計算 値 4kQ 前 後 . 
K-G-P の 間隙 が 極め て 狭く , 最大 定格 も 小さ い の 
で , あま り 高 い B 電 圧 は 勧め られ な い が , 表 の 絶対 
最大 定格 は , 「 業 務 用 通信 用 途 」 と し て 相当 控え 目 
の 印象 . 
一 オー ディ オ 回 路 へ の 応用 

内 部 抵抗 が 低い 割 に 増幅 率 が 高い の で , 初段 に 好 
適 . 最適 7, は 10kQ 以 上 . 高 域 特 性 は 秀逸 . 利得 
は 概略 30 以 上 . 歪 率 は 他 の 3 極 管 に 比較 し て 高い 
も の で は な く , 2 次 高調 流 が ほとん ど . 20Vrs 以 
上 の 大 振幅 領域 で は , 少し ずつ 奇数 次 が 増加 する . 
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入力 イン ピー 
ダン ス 100kn 


真空 管 活用 ガイ ド 


内 測定 周波 数 : lkHz 
( 図 5. 6 と も に 同 条件 ) 
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[ 図 4] Ei。=140V 時 の 出力 対 全高 調 波 歪 率 特性 


出力 管 の 所 要 ドライブ 電圧 
6F6s.6L6s 
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[ 図 6] 選 。=300V 時 の 出力 対 全高 調 波 歪 率 特性 
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Epp 三 300V E ゅ 三 300V Epp 三 300V 
凡 50kG〉 万 王 22kO 万 10kO 
負荷 IMQ 負荷 IMQ 負荷 1MQ 


[ 図 7] 50kHz/1V。。a 方 形 波 出力 波形 


B 電 圧 は 250V 以 下 を 推奨 . マラ ー ド 回 路 の 位相 反 
転 返 へ の 応用 も 面 日 い . 
画 製 作 上 の ボ ポイ ント 

G が 高い の で ,。 ソケット の セン ター ビ ピン は 必ず 
アー ス す る 。. 発振 防止 の た め , グリ ッ ド に 500Q か 
ら 1k0 程 度 の 抵抗 を 直列 に 入れ る . 3 箇所 の ピン 
に 引き 出さ れ て いる グリ ッ ド 端子 は 任意 に 使え る . 
一 供給 状況 

定番 の 真空 飼 で は な い が , 昭和 32 年 開発 以降 , 
通信 用 に 相当 量 作 られ て お り , 珍し いも の で は な い . 
使用 法 の 関係 で , 使用 済み 球 で も 使え る も の が 多い . 
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